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品質1生能試験報告書

試験結果は以下のとおりであることを

証明する

財 団 法 人 建 材

中央試験所長 黒
埼玉県草加市稲荷

試験 名称 木 造 建 築 用 接 合 金 物 を 使 用 t′ た 接 合 部 の 引 張 試 験

依 頼 者

株式会社 エス・ジー・シー

茨城県結城郡八千代町佐野665-1

名

　

地

社

　

在

〈
バ
　
　
　
証
川

体

者

糊

脚

帥

脚

1.接合金物
名   称 :木造建築用柱脚仕日金物
商 品 名 :」 SH-20
用   途 :柱 ―土台接合部に使用する金物 (中柱型 )
寸   法 :154.5× 88』n,厚さ b‖n(ド1 2参照)
材   質 :図 -2の化学成分及び機械的性質を満足する鋼材
表 面 処 理 :静電塗装 (黒色)
2.接 合 具
DP-103を 柱側 3本 ,土台側 4本使用
3.使用軸組
柱 :同一等級構成構造用集成材,E105-F345,お うしゅうあかまつ,105X105皿
上台 :対称異等級構成構造用集成材,E105-「300,お うしノゅうあかまつ,105X105mⅢ
4.試験体数 7体 (う ち 1体は予備試験体)
参  照 :図 -1及び図-2(試 験体の形状・ 1ヽ法 )

試 験 方 法

本造軸組工法住宅の許容応力度設計 (監修 :国 li交通省住宅局建築指導諜・木造住宅振
興室,企画編集 。発行 :財団法人日本住宅・本材技術センター)の 2章「木造軸組工法
住宅の各部要素の試験方法と評価方法」に従って行った。その詳細を表-1に示す。

試験 結果

短期基準引張耐力{Pot}:18.2kN
ただし,柱及び |:台にはおうしゅうあかま 耐力算定基礎資料 :表 -2
つ集成材を使用し,上台固定用のアンカー 荷重一変位曲線 :図 -3ヽ 図-5
ポルトの位置は,柱心からそオ1ぞれ 2001111 破 壊 状 況 :写真― !～写真-6
とする。

試験 期 閾1 平成 21年 11月 16日  ～  17日

構造グルヽプ  統括り‐ダ  ヽ 高  橋     仁
試験責任 者  室  界  啓  和
試験実施 者  高  橋  度  太 , 小  山  博  由

試 験 場 所

者当担

中 央 試 験 所

(財 )建材試験センター
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発行番号 :第 00A2150号

単位 lШ

6 ●135職 轟
ヽ

浩た0槽  」sH-20

賦 点   
褻

・ 、`
｀

メンカーボルト 六角ボルトM12X18u    ｀
角座金 ‖45x40

柱

土台

・樹種 :お うしぃうあかまつ 同 等級構成綱造用集成材 [105-F345
'樹種 :お うしゅうあかまつ 対称異等級構成構造用集成材 F105-F300

積層扱 :5

積層数 :4

寸■ 105x105x900

寸法 1105x,o5メ 1000

(注 )台水事及び密度は,試験終了後|、1測定と′た値ごある。なお,告水率は
澤

"定

データ (6簡所)の平均彙を示した.

図 -1   試験休

(則 )建材試験ヤンター

ー2/8

[依頼者提Jl資お‖

試験体記号 :C3

φ27 ●2,

試験体
使用仙紅

書水準 χ 11月鬱 g/c回
｀

記号 番 号 柱 上 む 柱 上台

柱 (お うしゅうあかまつ)

同一等級構成構造用集成材

寸法 :105X105nun

土台 (お it′ ゅ,あかまつ )

対物,気等級僣成構造用集成材

・I法 :105X105‖ Ш

l :α 6

1

5

働
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発行番号 1第 09A2150号

単位 lun

接合金物

商 品 名 :」 SH-20

材  質 :下 iこの化学成分及び機械的性質を満足する鋼材
化 学 成 分 iCm.20%以下),Si m.35%以下),Mn{l.40%以下},P{0.045%以 下l,Sm.o45%以 下|
機械的性質 :降伏点又は耐力 235N/mm7以 上,引張強さ 370～ 500N力m12!伸び 26%以上

曲げ試験 (曲げ角度 180° ,内側半径 :厚さの 1.5倍)で試験片の外側にき製が生じないこと

表面処理 :静電塗装 (黒色) 膜厚 50μ m± 10

66

44

「

―

●
´

22

|

11

|

△ 卦 」 f h
¨

一
一

」

一
一
一

半
|

≧巣酬
ノ

１

９
Φ
Φ

△

パ
ヽ

月

ヽ

バ

ヽ

だ

)

)

)
・、

Ψ Чノ

接 合 具

製 品 名 :DP-103

材  質 :Q215 GB/T70卜 2003
表面処理 :電気亜鉛めっき及び有色クロメート

…

(注)材質に示すGBは中国国家規格である。

[依頼者提出資料]

試験体lld号 :C3

試験体 (接合金物及び接合具)

(財)建材試験センター
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発行番号 :第 00A2150号

試験方法の詳細及び短期基準引張耐力算出方法表 1

::::11 1.力‖力方法
加力は,200� 自動コントロール式加力試験機 (ロー ドセル容曇 ±100kN,ヒ ステリシス :

±0 2χRじ,リト直線性 :± 0.2%RO)を使用して,次の1目序で行つた。
(1)試験体 No.0は予備試験とし,単調加力による]畷荷車を破壊に至るまで連続的に加えた。そ
の結果より降伏変位δyを求めた。
(2)試験体 No.|へ′No_61‐A本試験とt′ ,一方向繰返 lノ加力による引張荷重を加|えた。繰返しは,予

『‖試験で得らオ1た最大荷重時変位δ max(20.lmln}の 1/10,1/5,3/10,2/5,1/2, 3/5,7/10,
1倍の順で各 1回行った。最大荷重に達した後)録大荷重の80%の荷重に低下するまで又
は破壊が確認されるまで力u力 した。(単調加力で得らオ'とたδyは 5,4mmで あった。この値を用
いて繰返し加力を行った場合,耐力算出範囲である変位 30mmまでの縁返し回数は 4「 |と少な

くなる。そこで, δ ttdxを もとに繰返し力出力を行ったものである。)

(3)最大荷■は破壊荷■時の変位が 30■n以下の場合には,これを最大荷章として扱い,301■を
越える場合には, 30 mm以内の最高荷章を最人́荷重 Pi lノ た0

2.変位測定
変位の測定は,桂の「 下方向変位及び柱と土台の相対 Lド方向変位について,電気式変位副 (容
量 :100Ⅲ冊,1幾度:100X10~お /mm,引1直線性 :0.1%RO及 び容量 :501nln,感 度:200X10~6/m■ ,非直線
性:0.1%RO)を 使用 tノて行つた。

単位 Ⅲ回
醸綸機荷菫

〈}    :庁 11・ 変や。1及び02は下式による。
lll格の上下方向変位
01・ (DGl10C2)/2

0柱と土台の相対上下方向雷位
82・・:DG]tD04)/2

公DGl lD821 2操 返J‖」駐t翼ぶ習雷ヽ 1を用いた.
3.固 定点のポルトの締付けは1手締めと1フオ:.

桂

　

同
∵
ル
Ｙ

3{On4) 固定点
/́/・ 1‖ 11六 角ボル ト.145X10旬 摩斜

弓1張試験方法 (中柱型)

IItt験 方 法

短 期 基 準

弓1張 耐 カ
(F:(}t)

1.包絡線の作成
包締組の作成は,次の手Лlに従って行つた。
(1)接合金物を 1個 1組で試験を行った場合は,試験機荷重を接合金物 1個の荷重とする。
(2)1個の接合部で 2以 卜の変位を測定した場合は,その平均値を接合部 l llyの変位とする。
(なお,本接合金物は,十台を固定するアンカーボルトの仕様 (Mi2)と 設置位置 (柱心から
それぞれ 200』mの位置 2箇所)が限定されており,柱 1却の変位には土台の損傷やアンカー
ボルトの‖:能が景夕響を及ぼすと考えられるため,包絡練の変位には柱の「下方向変位δl
を用いた。)

2.短期基準引張耐力の算出
短期慕準引張耐力は,降伏耐力Py又は最大荷重の2/3の 平均1自に,それぞれのばらつき係数
を乗じて算出した値のうち小さい方の仙とした。なお,ばらつき係数は,母集団の分布形を正規分
711と みなし,統計的処理に基づく信頼水準75%の 95%下側許容限界4貞をも,1に次式より求めた。
ばらつき係数=]― (,V‐ k   ここに, CV:変動係数, kt,336(n=6)
また,降伏耐ノ′Py,初期詞11士 Iく ,終局耐力Pu及び構造特性係数Dsは,荷車一変位|||1線の包
絡繰より,次の手順に従って求めた。
(1)包絡線 卜の0.l Pmaxと 0 4 Pmaxを 結ぶ直線 (第 I直線)を引く″
(2)包絡線 Lの 0.4 Pmaxと 0,9 P Лoxを結ぶ直線 (第 1直線)を引く。
(3)包絡線に接するまで第圧直線を平行移動し,こ オ]を第皿直線とする。
(4)第 I直線と第Ⅲ直線との交点の荷重を降伏耐力Pyと しノ,こ の点からX軸 :「平行に直線 (第
Ⅳ直線)をり|く 。
第Ⅳ直線と包絡線との交点の変位を降伏変位δyとする。
原点と (δ v, Py)を結ぶ直線 (第 V直線)を初期剛性Kと定める。
最大荷重後の 08P]ax荷重低下域の包絡線 11の変位又は 3011ulの いずれか小さい変位を終局
変位δuと定める。

包絡線とX軸及びδuで囲ま孝じる面積をSとする。
第V直線とδuと x軸及びX軸に平行な直線で日まオ■る台形の面積が Sと等しくなるように
X軸に平行な直線 (第Ⅵ直線)を 引く。
第V百繰11第Ⅵ「1線 との交点の荷霊を'完全弾塑性モデルの降伏耐力と定め,こ 11を終局耐力
Puと読み替Йる。そのPlきの変位を完全引r塑性モデルの降伏点変位δvとする.1

」」新ittι鰐崎砕卑稀 ど釘る。

５

６

７

　

８

９

(財)建材試験センター
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発行番号 :第 ooA2L50号

表 -2 耐力算定のための基礎資料

(注)短期基準JI張面l力 Ool)は ,降伏耐力Py又は2/8P皿 4■の平均値に,そォ[ぞオ・1のばらつき係数を乗じて算出
した値のうち小さい方とし,日に示した値である。

403k‖
一―

|

Jo.3 最大位菫JJk‖ _

6 最大荷重 46.IN
|

量
ざ
」
糊

恒

=剤 o.4 最大荷重 47

‖ol～No 6の包絡線

固定点で角座金の土台へのめり込み
ドリフトビンの上台へのめり込み

角座金の上台へのめり込み後,土台側

ドリフトビン孔位置で接合金物の破断

ドリフトビン位置で土台の割裂後,土台側
ドリフトビン子L位置で撻合金物の破晰

A

0

■

◆

i5

変 位 δ l lalml

荷 章 一 変 位 包 絡 線 の lL較

(財)建材試験センタ

ー5/8-

試験体

加力方法

降伏時 2ん r■ ax時 PDaxlキ

破崚状況荷 ユ

(PIll i引

変 位

(lti v}】 l,

荷 車

麒

変 位

uL

荷 重

ld

変 位

凹
記  号 番  号

0 単 調
]サF〔::聡麗鰍論」[後 : ドリフト

一方向
繰返し

252

29 b

月燿金の上台へのめり込み後,土台側ド
リフトピンイL位置で接合■物の耐曹;
角圧金曖辟卜 のめり込み後:土台側

「
リフトビン『 1.位晨で接合金物

1/_l破断
角距金の土台へのめり込み後,土台側ド
リフトビン子L位置で接合金物の破断
ドリフトビン位置で土台の1」製後,t台
田1ト リントビン

=L位
置で接合金物の破断

む 角座金の上台へのめり込み後,上台側ド
リフトビン・7.位置で接合金物の破断

6

平均

角厖金の土台へのめり込み後,土台側ト
リフトl‐ ンJ,位置で接合金物の破断

標準偏井

変■ll係数 0117 0011

ばらつき係数 0 727 0001

短期幕準JI張 ml方
(Pllll k∬ 回

図 -3
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試験体記号 t C3

発行番号 :第 09A2150号

試 験 項 日 :引 張

No O  I
――― |:T DGl+DGa

30

変 位 bl(mm

30

変 位 δ llm)

30

変 位
'1い
m}

P山   :も 2

Py  :25
δy : 5
2/3Pm:34
Pり  :45
δャ  : 9
δu  :26
κ   : 46

30

変 位 δ:|1昴

311

変 位 δ:いm)

20          3o

変 位 δ、い
"耐

―●―‐ 完全弾塑性モデル
PJ:降伏耐プ]δ y濃伏変位
PU:終局耐力 δU:終局変位
δv:完全弾艶 モデルの降伏点変位

К :初期剛性 Ds:構造特性係数

(注)δ litliIの上下方向変位を示す。

40         50

変 位 曲 線,包 絡 線 及 び完 全 弾 塑 性 モ デ ル

(財 )建材試験センタヽ
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- 
δ
l 001lDGa/2

P閻  :51 9 kN
rl y  : 27 1 kll

δy : 4.5円
2/8Pmi 34.6 k‖

Pu   : 46 5 kll

av  : 77爾
Ou  :17.7m
К   : 60.2 kl1/cm

Ds  Iい .53

1

ん臨縦 {

諄̈
″清ｍ
鰍

二 δ
l÷ (D011DCa/21二
叶田叫解| |
|   |   |

Pn :47
Py  :21
δy : 4
2/3Pm: 31
Pu  :41
おv : 8

'u :25

ｋＨ

鮒

鵬

畑

ｋＮ

ｍ

Ｋ

Ｄ

Ⅲ

Ⅲ

疇

川

Ⅲ

ｍ

ｍ

鮒

Ｐ

Ｐ

Ｏ

ハ

Ｐ

Ｏ

Ｉ

Ｋ

Ｄ

Pm  :46.7 kN

「
y :22.2 kN
δy  : 4,7 11m
2/3 Fu n:31.T kN

P口   14o.3 kll
av  i  3.5 mm
δり  1 17 6 mm
K   147.2 kl1/cm
Ds  :0.55

図-4



試験体記号 : C3

発行番号 :第 09A2150号

試 験 項 目 :引 張

31

変 位 0 21mml

0           10          20          30

変 位 1 2inal

に )。 2は柱と土台の相対上下方向変位を示す。

，
こ
」
口

恒

一〓
ｙ
）仁
　
］
響　
歴̈
一

30

変 位 δ,lmm}

30

変 位 δ8t剛〕

20         30         40

変 位 δ2hni

図 -5

50

荷 重 一 変 位 曲 線

(財)建材1式験センター
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C3‐ 2
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発行番号 :第 00A2150弓

写真-1 破映状況
試験体記号 :じ 31
最大 荷 ■:49.lkN

角座金の上台へのめり込

み後,t台側 ドリフトピン
刊̀ li7置で接合金物の破断

写真 3 破壊1犬況
試験体記号:C3-3

最 大 荷 重:519圏

角座金の上台へのめり込

み後,上台側 ドリフトビン

孔位置で接合金物の破断

写真-5 破壊状況
試験体記号 iC3 b

最 大荷 重:49 8kN

角座金の十台へのめり込

み後,十台側トリフトピン

イL位置で接合金物の破rJl

IⅢ鶴臨1鑢  .・  `

写真-2 破壊状況
試験体記号 :C3-2

最 大荷 重 :50.8kN

角序金の土台へのめり込

み後,上 台側ドリフトビン

孔位置で接合金物の破断

写真-4 破壊1犬況
試験体記号 :C3-4

最 人 荷 重147.3kN

ドリフ トビン位置で土台

の割裂後,土台側 ドリフト

ビン孔位置で接合金物の

破断

写真-6 破壌状況
試験体記号 :C3-6

最 大荷 章:46.7kN

角座金の土台へのめり込

み後, L台側ドリフトビン

孔位置で接合金物の破断

(写真は接合金物の破膨i

状況を示 lメた)

(員イ)建 414試験センタヽ
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C3‐ 3

Lぇ=sl.ソ

C3‐キ

以 ド余白


